
NSCAは研究と現場の橋渡しを使命として活動しています
Bridging the gap between science and application

お問合せ 特定非営利活動法人NSCAジャパン事務局 （ seminar@nsca-japan.or.jp ）
お申込み ウェブサイト上部のメニュー「セミナー」内、各セミナーの「申込」ボタンよりお申込みください。

URL http://www.nsca-japan.or.jp

2018年 8月5日 （日）

NSCAジャパン東北地域ディレクターセミナー

時間 11：00～16：00 （10：30～受付）

会場 新庄市ゆめりあ（ 山形県新庄市多門町1-2 ）

内容

講師

受講料 会員：4,320円 一般：6,480円

定員 20名 （定員に達し次第締め切ります）

キャンセル
ポリシー

開催１週間前までにご入金がない場合、受付をキャンセルとさせていただく場合がございますのでご
了承ください。開催１週間前を過ぎますと、キャンセルチャージとして受講料の100％を申し受けます。

CEU 0.4（カテゴリーA）

【講義・実技】11：00-13：00 (加藤)

糖尿病及び心疾患を有するクライアントの運動処方

年々、糖尿病と心疾患の有病率が増加している。特に東北地方は寒冷地である事や塩分摂取量が多いた
め、糖尿病や心疾患の発症者が非常に多い。現在、健康志向者が増えフィットネスクラブを利用する人や
マラソンなどに参加する人口が増えているが、潜在的に上記の疾病を抱えているクライアントも多いと思わ
れる。そこで今回、糖尿病と心疾患の基本的な病態を理解し、クライアントがより安全にプログラムを遂行
するための運動処方のポイントを紹介していく。

加藤 敏徳

NSCA-CPT,心臓リハビリ
テーション指導士

長者2丁目かおりやま
内科 運動療法室室長

【講義・実技】14：00-16：00 (吹越)

腰痛に対する正しい評価とアクティベーションテクニックを含めたコンディショニング

様々な腰痛がある中で特に問題となっているのが、腰椎の過前弯による腰痛です。スポーツの現場以外
でも日常的に起こる腰痛の正しい評価とコンディショニングを習得することでパーソナルトレーニングやグ
ループレッスンの場でも活動の幅を広げることが出来ます。セミナーでは様々な腰痛例の紹介や実際に実
技としてペアで行い、技術の習得を目指します。
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吹越 公洋

NSCA-CPT,鍼灸師

株式会社Best Nine
代表取締役

高齢者体力つくり支援士 1.4単位
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